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最終頁に続く

(54)【発明の名称】 テーパ状の石英棒伝送線路を用いた超音波内視鏡

(57)【要約】
【課題】超音波内視鏡の超音波照射における側方の照射
範囲を拡大し、また前方の照射を可能とすること。
【解決手段】分散・圧縮方式による超音波伝送におい
て、伝送線路として、中心部が細くなったテーパ状の石
英棒伝送線路を用い、その一端に圧電トランスジューサ
を取り付け，他端にこれと対向して、微小モータに駆動
されその軸線との傾斜角度を変化できる反射鏡揺動機構
を有する反射鏡を配置し、また先端に磁気素子と前方圧
電トランスジューサを取り付け、これら全体を柔軟なフ
ィルム状の外皮で被覆して超音波内視鏡を構成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  分散・圧縮方式による超音波伝送におい
て、伝送線路として、中心部が細くなったテーパ状の石
英棒伝送線路（１）を用い、一端に圧電トランスジュー
サ（２）を取り付け，他端にこれと対向して、微小モー
タ（５）に駆動されその軸線との傾斜角度を変化できる
反射鏡揺動機構（４）を有する反射鏡（３）を配置し、
全体を外皮（８）で被覆して構成される超音波内視鏡
【請求項２】  微小モータ（５）の前方に磁気素子
（６）と前方圧電トランスジューサ（７）を取り付けて
構成された請求項１記載の超音波内視鏡
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】分散・圧縮方式により、テー
パ状石英伝送路を介して超音波を送受信し、画像化する
超音波内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の超音波内視鏡は、先端に圧電トラ
ンスジューサを取りつけた二重螺旋ワイヤを体外から回
転駆動して超音波を軸線に直角な平面を放射状に照射し
て管腔側方のイメージングを得る方式がとられていて、
照射範囲が狭く、また前方の照射は不可能であり、十分
に病変部をカバーすることが困難であった（図２ａ）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】「従来の技術」に述べ
た欠点を解消して照射範囲を広く、また内視鏡前面空間
の照射を可能とすることである（図２ｂ）。
【０００４】
【課題を解決するための手段】特願平１１－２７１４５
４（平成１１年９月２４日）出願の「分散・圧縮方式に
よる超音波測定方法および装置」における分散・圧縮方
式による超音波伝送において、伝送線路として、中心部
が細くなったテーパ状の石英棒伝送線路を用い、その一
端に圧電トランスジューサを取り付け，他端にこれと対
向して、微小モータに駆動されその軸線との傾斜角度を
変化できる反射鏡揺動機構を有する反射鏡を配置し、ま
た先端に磁気素子と前方圧電トランスジューサを取り付
け、これら全体を柔軟なフィルム状の外皮で被覆して超
音波内視鏡を構成するものである。
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【０００５】発振器から送られる高周波電磁波は圧電ト
ランスジューサにより超音波に変換され、石英棒伝送線
路内を進行してその先端部から内視鏡内に放射される。
この超音波は対向する反射鏡に入るが、反射鏡は微小モ
ータにより回転し、また角度調整機構によって軸線との
傾斜角を操作できるので管腔側方の広範囲の空間を照射
できる。前方圧電トランスジューサは内視鏡前面を照射
し、さらに体外から交流磁界を加えることにより磁気素
子を揺動させれば前面の広い空間を照射することができ
る。また、磁気プロープを用いることにより、外部から
前方圧電トランスジューサの位置を知ることができる。
【０００６】
【発明の実施の形態】発明の実施の形態を実施例により
説明すると、中心部を細くした長い鼓状のテーパ状石英
棒１の一端に超音波発受信用の圧電トランスジューサ２
を取り付け、他端の端面に対向する位置に微小モータ５
（超音波モータ）の軸に取り付けられた反射鏡揺動機構
４に搭載された反射鏡３を配置する。微小モータ５の後
ろに内視鏡の先端に向かって磁気素子６、および前方圧
電トランスジューサ７を配置し、全体を柔軟な薄いフィ
ルム状の外皮８で被覆する。
【０００７】
【発明の効果】本発明は以上述べたように、従来の超音
波内視鏡には無かった前方の画像化を可能としたほか、
側方の画像化においても可視範囲を拡大することがで
き、診断の精度を向上するとともに施術時間を短縮でき
る効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による内視鏡の縦断面図である。
【図２】内視鏡の可視範囲を示す説明図である。
【符号の説明】
１  石英棒伝送線路
２  圧電トランスジューサ
３  反射鏡
４  反射鏡揺動機構
５  微小モータ
６  磁気素子
７  前方圧電トランスジューサ
８  外皮
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摘要(译)

本发明的目的是扩大超声波内窥镜的超声波照射中的侧照射范围，并且
能够进行前照射。 解决方案：在通过分散和压缩方法的超声波传输中，
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连接到一端并且在另一端与此相对。设置具有由微电机驱动并能够改变
其轴线倾斜角度的镜子摆动机构的反射器，并且磁性元件和前压电传感
器连接到尖端，并且这些都被柔性膜状壳体覆盖。它包括并包括超声波
内窥镜。
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